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外国人から見た不思議

SAFE EYE
　各地で進む石炭火力発電所の建設計画に対し、環境省

と経済産業省のスタンスの違いが明確になってきた。8月

末、環境相は環境影響評価法に基づき、千葉県袖ケ浦市の

計画に対し「現時点では是認できない」とする意見書を経

済産業省に提出した。これは、6月の山口県宇部市の計画、

8月の愛知県武豊町の計画に続く、3回目の反対表明だ。

　石炭火力の場合、CO2排出係数は最新型の発電所でも1

キロワット時当たり0.71キログラムとなり、最新型の天然

ガス火力の約2倍に及ぶ。環境省の危機感は、「政府の温室

効果ガス削減目標（2030年度に2013年度比26％削減）の達

成が危うくなりかねない」という点にある。

　環境省と経済産業省の環境問題をめぐる立場の違いは、

何も今になって始まったことではないが、今回の石炭火力

発電所の計画の行方については、世界からの関心が集まっ

ている。欧米の先進各国が、脱炭素に舵を切る中、日本は国

内の石炭火力発電所を増強し、併せて途上国にも積極的に

売り込みを果たそうとしているからだ。「最貧国以外で石

炭火力を増やすべきでない」。8月末に来日した米国の環境

保護局長官は暗に日本の姿勢に釘を刺したと伝えられる。

　今回の悶着は、海外のメディアでも取り上げられてい

る。「政治家のリーダーシップは？」「閣内不一致では？」

という問いに対し、日本の「省益あって国益なし」という

言葉を解説するのは、実に難しい。

（株式会社日本総合研究所　足達 英一郎）
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人と環境に優しいオフィスの提案を通じて
持続可能な社会への貢献を目指します。

創業125周年を迎える株式会社イトーキは、オフィス家具のリーディングカンパニーとして日

本のオフィスの発展に大きな役割を果たしてきました。1999年からはユニバーサルデザイン

とエコデザインの融合に取り組み、人と地球に配慮したモノづくりを推進しています。本業を通

じて持続可能な社会への貢献を目指す同社の取り組みについて、代表取締役社長の平井嘉朗氏

にお話を伺いました。

photo：矢木 隆一

トップインタビュー 株式会社イトーキ 代表取締役社長 平井 嘉朗氏
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Top Interview 株式会社イトーキ 代表取締役社長 平井 嘉朗氏

　

御社は今年で創業125周年を迎えられるそうですが、こ

れまでの歴史を振り返って創業時と変わったこと、変

わっていないことを教えてください。

　弊社の始まりは、創業者である伊藤喜十郎が大阪で事

業を起こしたことに遡ります。きっかけとなったのは、

1890年3月に開催された「第3回内国勧業博覧会」でした。

この博覧会を訪れた喜十郎は、展示されていた発明品や

特許品に興味を持ち、こうした新しい製品を世に広めよ

うと考え、その年のうちに「伊藤喜商店」を設立しました。

　創業当初は国内外の発明特許品などの販売が中心でし

たが、戦後にスチール製のオフィス家具を扱い始めまし

た。さらに高度成長期からは、文書の管理に役立つ「ファ

イリングシステム」を提供したり、働きやすいオフィス環

境を提案する専門部署「オフィスプランセンター」を業界

に先駆けて発足したり、オフィスの効率性を向上するソ

リューションの提供に取り組んできました。時代の流れ

に合わせて事業領域はどんどん広がりましたが、世の中

に役立つ商品やサービスの提供を通じて新たな価値を創

造する創業者のDNAは今も受け継がれています。

1999年に「Ud&Eco style（ユーデコスタイル）」を企業

コンセプトとして掲げられました。背景にはどのような

お考えがあったのでしょうか。

　「Ud&Eco style」はユニバーサルデザインとエコデザイ

ンを掛け合わせた造語です。我々の商品は日常的に人が

触れるものばかりですから、人間工学の視点を取り入れ

安全性や快適性を追求したモノづくりを行うべく、以前

からユニバーサルデザインを展開してきました。一方、エ

コデザインへの関心が高まったのは、1990年代のことで

す。特に1990年代後半に入ると、地球環境の保全が国際的

課題となり、1997年に京都議定書が採択されるなど、国内

外で環境意識が高まりました。そうした社会的背景を受

けて、弊社の中でも地球環境問題を解決していくことが

新しい企業価値になるとの認識が醸成されていきまし

た。ユニバーサルデザインだけれど環境負荷が高かった

り、エコデザインだけれど使いにくかったり、どちらか一

方だけでは、社会が本当に求めるものを提供できません。

そこで、「Ud&Eco style」という言葉を使って、人と地球に

優しいモノづくりを進めるという方針を明確に打ち出し

たのです。

10年後の2009年には「新Ud&Eco style」を宣言され

ましたが、「新」となることで、どのような点が変わって

いったのでしょうか。

　それまでの取り組みは、商品に含まれる有害物質を低

減するなど、マイナスの部分をゼロに戻す問題解決型の

アプローチでした。世の中の要請に応えた取り組みでし

たから、能動的というより受動的な姿勢だったといえる

かもしれません。これに対して、もっと積極的に社会貢献

していこうというのが「新Ud&Eco style」の基本的な考え

方です。「悪いものをなくそう」という視点から一歩踏み

込み、「よきことを成す」という、よりアクティブでポジ

ティブな考え方に転換しました。ユニバーサルデザイン

では、使いやすさだけでなく使うことで得られる楽しさ

や感動を追求し、エコデザインでは、従来の3Rに加えて省

エネ、創エネなど持続可能な社会の実現をサポートする

提案を進めています。

「新Ud&Eco style」を象徴する取り組みを教えていただ

けますか。

　国産材の需要拡大を目指す「Econifa®（エコニファ）」は

その1つです。国産材の活用に取り組み始めた背景には、

森林の荒廃という日本が抱える社会的課題があります。

日本では森林が国土の7割を占め、その森林の4割は人が

使うために植林した人工林です。人工林の多くは戦後に

植えられた針葉樹で、今、伐採適齢期を迎えています。し

かし、木材輸入の自由化による安価な外材の流入、人口の

減少、木造住宅の需要低下といった要因によって国産材

の需要は落ち込み、資源として利用できるまでに成長し

た木が放置されています。国産材の需要と供給のバラン

スが崩れ、荒廃する森林が増える中、我々ができることは

ないのかと考え抜いた結果、生まれたのがEconifaです。こ

れは、国内産の木材をデザイン性の高い家具や内装とし

て製品化し、オフィスや都市部の空間に取り入れること

を目指すプロジェクトです。

創業以来受け継がれるDNA

進化する社会貢献への意識

国産材の活用を通じて森林を守る

■イトーキの企業コンセプト
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取り組みを進める上で苦労されていることはございま

すか。

　Econifaでは、針葉樹を中心にさまざまな木を使います

が、たとえばスギは軽く軟らかいので加工しやすい一方、

割りや反りが発生しやすいという欠点があり、これまで

は家具に向かないといわれていました。弊社では独自技

術によりこうした国産材の欠点を克服し、耐久消費材と

しての品質を確保しました。簡単なことではありません

が、各地域の自治体、森林組合や製材・加工業者など、さま

ざまなパートナーの方々にご協力いただきながら、国産

材の新たな用途を提案しています。

　森林の荒廃は全国各地の自治体が抱える問題ですか

ら、各地域で生産される木材をオフィスの家具や内装に

使うことで、地域経済の活性化や森林の保護に貢献した

いと考えています。社会課題の解決に貢献することは、企

業の存在価値を高めることにつながりますが、慈善事業

としてできることには限界があります。だからこそ、これ

まで以上にパートナーとの連携を深め、環境と経済が両

立する手法を確立し、この取り組みを持続可能なものに

していかなければならないと思っています。

2012年に開設された「東京イノベーションセンター

SYNQA（シンカ）」では、未来のオフィスを具現化する場

として、さまざまなことに挑戦されているそうですね。オ

フィスの環境ソリューションとしてどのようなことに取

り組んでおられますか。

　Econifaを内装に使っていることに加えて、「タスクアン

ビエント照明」や「Worksense®（ワークセンス）」など、オ

フィスの省エネに取り組んでいます。タスクアンビエン

ト照明は、対象物を照らす照明と周辺を照らす照明を組

み合わせることで、消費電力を大幅に削減します。天井に

照明機器を配して部屋全体を一律に照らす従来の手法と

異なり、必要な場所に必要な明るさを確保するという発

想で照度設計を行い、快適な光環境を生み出します。

SYNQAでは、タスクアンビエント照明を採用したこと

で、照明にかかるエネルギー消費量を43％削減しました。

照明から放出される熱が減ると空調の負荷が低減される

ため、結果として建物全体のエネルギー消費にもよい影

響があります。

　Worksenseは、電力、ガス、水道などの使用状況を“見え

る化”することで、エネルギーの適正管理を可能にする

サービスです。SYNQAでは、エネルギーに関する情報を

収集・分析するだけでなく、情報を表示するモニターをオ

フィス内に設置しています。“見せる化”によって社員一

人ひとりの意識が高まり、節電行動が促進されることを

期待しています。

SYNQAは「オープン・イノベーション」も目的に掲げて

いますね。

　SYNQAは、未来のオフィスの在り方や多様な働き方を

実証実験する場と位置づけています。3フロアのうち、3階

は自社オフィスとして利用し、社員自ら最新の製品やソ

リューションを実践しています。一方、1階は外部の方に

開放しており、コワーキングスペースやイベントスペース

を設けています。2階は内部と外部が協業を行う場とし

て、プロジェクトごとの利用を想定したブースやセミ

ナールームを設置しています。

　目まぐるしく変化するビジネスに対応するにはオフィ

スも進化し続けなければなりません。1社だけで実現でき

ることは限られていますが、さまざまなステークホル

ダーが自由に集い、知恵を出し合う場があれば、世の中に

役立つ新しい価値を創造できるはずです。こうしたオー

プン・イノベーションを起こす拠点となるのがSYNQAな

のです。

設立からまもなく3年たちますが、成果はいかがでしょ

うか。

　SYNQAの設立を決断した前社長は、「清水の舞台から

飛び降りる気持ちで投資を決めた」と話していました。そ

れだけ多くの投資をしてどれだけの効果があったのか、

数値で測ることもできるかもしれませんが、それよりも

目に見えない効果が大きいと私は感じています。SYNQA

という象徴的な場所をつくったことによって、これから

弊社が目指す方向性、そして本業を通じてどのように社

会貢献をしていくのかなど、極めて重要なメッセージを

世の中に発信できていると思っています。

　ショールームとしての機能も持つSYNQAには、開館以

来6万5,000人を超えるお客さまがいらっしゃいました。3

階の自社オフィスでは、仕事の効率とワーカーの健康の

向上を図る「Workcise®（ワークサイズ）」や、座席を固定せ

ずチームの交流促進を図る「ハイブリッド・アドレス」と

いったオフィスの新しい仕掛けを社員自ら体験し、その

効果を検証しています。現場をお客さまに見ていただく

新しい価値を創出する拠点

■Econifaが実現する自然の循環
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ことのメリットは、成功例だけでなく失敗も含めた経験

談をお話しできることだと思います。実感を伴ったお話

ができるので、お客さまに伝わりますし、付加価値の高い

提案につながっていると感じています。

　今、SYNQAで実証実験に取り組んでいるのは営業、デザ

イン、企画開発ですが、いずれは経理や総務、人事など、他

の部署でも新しい仕掛けを試してみたいと思っていま

す。各部署が戦略的に行動するにはどんな環境が必要か

を突き詰めていけば、オフィスでできることはまだたく

さんあるはずです。我々が先陣を切って新しいことに挑

戦し、そこで集めた情報をお客さまに活用していただけ

る好循環をつくり出していきたいと考えています。

御社は3つの世紀をまたいでオフィスの歴史とともに歩

んでこられました。21世紀の働き方に関しては、今後ど

のようなことがテーマになっていくとお考えですか。

　働き方の変革につながる要素はいくつかあると思いま

すが、中でも影響が大きいのはICTの進展でしょう。人工

知能やIoTなど、そうしたものが働き方にどう影響してく

るのか。そして、働き方が変化したとき、オフィスを中心

とした空間がどう変わっていくか。まだ明確なビジョン

は描けていませんが、ICTを家具と融合させたり、ICTを駆

使した働き方を提案したり、少しずつ取り組みを始めて

います。

　すでにオフィスは従来の閉ざされた空間にとどまらな

くなってきています。働く場という意味では、家や喫茶

店、街中のさまざまな場所がオフィスとなり得ます。新た

なオフィスの在り方や働き方に対して、どのような価値

を提供していくのか。これは我々の存在意義を示す極め

て重要な課題ですので、世の中に先駆けた提案ができる

よう取り組んでいきたいと思います。

ICTの進展によって、地方にオフィスを構えるなど、新し

い動きが出てきそうですね。

　国も「地方創生」や「テレワーク」などを推進しています

し、ICTの活用が進めば時間や場所の制約にとらわれない

さまざまな働き方が可能になるでしょう。働き方の多様

化が進むことで、必ずしも東京に拠点を構えなくてもよ

いという発想になるかもしれません。しかし、こうした流

れが生まれる一方で、原点回帰を求める動きも出てくる

のではないかと考えています。テクノロジーの力を借り

れば顔を突き合わせなくても事は進むし、人に代わって

ロボットがさまざまな仕事を行うことも可能です。合理

的ではありますが、果たしてそれがよいことなのか、疑問

も感じます。合理化を追求して、生きる喜びや働く楽しさ

を失ってしまったら本末転倒になりかねません。人が集

うことの意味とは何か、人は何のために生きるのか、なぜ

働くのか、そうしたことまで含めてオフィスの役割を考

えれば、我々のできることはもっと広がっていくのでは

ないかと思います。

人にとってオフィスがどういう存在であるべきかが問わ

れているのですね。

　世界において日本が存在感を発揮し続けるには、新たな

成長戦略やイノベーションが必要です。これをつくり出す

のはもちろん人ですが、その行動や発想は仕掛けによって

影響を受けます。その仕掛けとなるのがオフィスです。理

想的なオフィス環境は人の感度を高め、新しい価値を生み

出します。今まで多くの企業がオフィスに要する費用を単

なるコスト負担と捉えていました。こうした既成概念を破

りオフィスの価値を高めることは、125年という歴史を歩

んできたイトーキの使命だと考えています。

Top Interview 株式会社イトーキ 代表取締役社長 平井 嘉朗氏

多様化するオフィスの未来

会社概要

株式会社イトーキ

創 業
本 社
資 本 金
代 表 者
事 業 内 容

1890年
大阪府大阪市城東区今福東1-4-12
52億7,700万円
代表取締役社長 平井 嘉朗
オフィス家具・事務機器・家庭用家具の製造・販売など

ホームページURL：http://www.itoki.jp/

【聞き手】三井住友銀行経営企画部CSR室長　山岸 誠司

【聞き手】日本総合研究所マネジャー　井上 岳一

PROFILE

平井 嘉朗（ひらい よしろう）
1984年関西学院大学経済学部卒業。同年旧株式会社イトーキ入社。関西支社、労

働組合委員長、環境本部を経て、人事部長、営業戦略統括部長、執行役員などを歴

任。2015年3月より代表取締役社長を務める。

森里川海
～失われたつながりを取り戻すために～
私たちの暮らしは自然が供給する恵みによって支えられている。多種多彩な自然の恵みは、

森から里、川、海までが相互につながり、影響し合うことで生み出されてきた。しかし、今、森

里川海のつながりとその恵みが危機にさらされている。自然の恵みを受け続けるためにでき

ることは何か。かつての“つながり”を取り戻す挑戦が始まった。

特集
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　香ばしい香り、ふんわり柔らかな

食感、栄養満点のウナギの蒲焼。国

民食ともいえるウナギの蒲焼が食

べられなくなってしまうかもしれ

ない。

　2014年6月12日、国際自然保護連

合（IUCN）は、ニホンウナギを「絶

滅する危険性が高い絶滅危惧種」

に指定し、レッドリストに掲載し

た。農林水産省の統計によると、

1960年代に3,000トン以上あったウ

ナギの漁獲量は、2013年に135トン

まで落ち込んでいる。大幅な減少

の原因として乱獲が挙げられるこ

とが多いが、問題はそれだけでは

ない。ウナギが生育できる自然環

境が損なわれていることも要因の

1つとして考えられている。

　一昔前までウナギは、全国の川、

小沼、小溝、潟、田んぼに生息してお

り、どこにでも当たり前にいる魚

だった。しかし、今では清流が流れ

る田舎へ行っても天然のウナギを

見つけることは難しい。なぜウナギ

の姿が消えたのか、その原因を調べ

てみると多くの問題が見えてくる。

過剰に散布された農薬や生活排水

がウナギが生息する区域に流れ込

んだこと、ダムなどの開発により生

態系が壊れてしまったこと、河口堰

や河川の改修によりウナギが遡上

する魚道が損なわれてしまったこ

となど、過去数十年の間に生き物の

住みかとなる場所は大きく様変わ

りした。

　こうした環境の変化によって危

惧されるのはウナギの存続だけで

はない。災害の激甚化や鳥獣被害の

深刻化、水供給の不安定化など、私

たちの暮らしにも無視できない影

響が起きている。このままの状態を

放置していると、自然の恵みを得ら

れなくなるだけではなく、自然破壊

によるしっぺ返しを受けることに

なるだろう。

　このような状況を改善するため

に、今、森と里と川と海という自然

資源を象徴する基盤を見直そうと

いう機運が高まっている。

　森里川海の現状を知ることに

よって、私たちが取り組まなければ

ならない課題が見えてくる。

＜森の危機＞

古くから私たちの暮らしを支えて

きた森は、資源として活用される中

で、下草刈り、枝打ち、間伐など人の

手が加わり、守り育てられてきた。

しかし、今、木材価格の低迷などで

管理コストが回収できず、適切な整

備が行われないまま放置される森

が、日本各地で増加している。さら

に、国内では林業就業者の減少と高

齢化も進んでおり、豊富な森林資源

があるにもかかわらず、活用が進ん

でいないのが現状だ。伐採されて

も、その後に植林が行われない場合

もあり、日本の林業は森林経営の持

続性と森林資源の持続性という2つ

の面で危機に瀕している。

　このように林業の衰退とともに

森の荒廃が進むと、森が本来持つは

ずの多面的機能を発揮できなくな

る。樹木が密集した森では、地面に

日光が届かず、草がほとんど生えな

い。森がこうした状態になると、生

物多様性の損失につながるだけで

なく、雨によって地面が侵食されや

すくなり、土砂災害のリスクが増加

する。また、森はCO2吸収源として重

要な役割を果たしているが、CO2を

最も吸収するのは、樹木が若くて成

長が盛んな時期だといわれている。

そのため、植林が行われず森が高齢

化すると、CO2吸収機能が低下して

しまう。

森里川海森里川海
～失われたつながりを取り戻すために～～失われたつながりを取り戻すために～
私たちの暮らしは自然が供給する恵みによって支えられている。多種多彩な自然の恵みは、私たちの暮らしは自然が供給する恵みによって支えられている。多種多彩な自然の恵みは、

森から里、川、海までが相互につながり、影響し森から里、川、海までが相互につながり、影響し合う合うことで生み出されてきた。しかし、今、森ことで生み出されてきた。しかし、今、森

里川海のつながりとその恵みが危機にさらされている。自然の恵みを受け続けるためにでき里川海のつながりとその恵みが危機にさらされている。自然の恵みを受け続けるためにでき

ることは何か。かつての“つながり”を取り戻す挑戦が始まった。ることは何か。かつての“つながり”を取り戻す挑戦が始まった。

特集特集

なぜ日本の川や小沼から
ウナギが消えたのか

森里川海の危機と課題

特集

森里川海
～失われたつながりを取り戻すために～
私たちの暮らしは自然が供給する恵みによって支えられている。多種多彩な自然の恵みは、

森から里、川、海までが相互につながり、影響し合うことで生み出されてきた。しかし、今、森

里川海のつながりとその恵みが危機にさらされている。自然の恵みを受け続けるためにでき

ることは何か。かつての“つながり”を取り戻す挑戦が始まった。
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＜里の危機＞

　かつて里山では、豊かな自然を活

用して農業や林業が営まれてきた。

こうした自然と人が共生する里山

の姿は、近年、都市近郊で進む宅地

開発によって見られなくなってき

ている。また、地方の里山では、農林

業の担い手の減少などを背景とし

て棚田や雑木林の放置が目立つ。十

分に手入れが行き届かなくなった

土地では、タケやクズ、ススキなど

一部の植物が繁殖する一方、住みか

を失った多くの生物がいなくなっ

てしまった。自治体や住民組織が手

入れをしようとしても、所有者が不

明または不在の場所があり、対策を

講じることができない状況も見ら

れる。

　また、問題は農業に活用されてい

る土地でも起こっている。農薬・化

学肥料の過剰使用、あるいは稲作の

ための水利システムの改良によっ

て、自然環境に負荷を与えている場

合がある。メダカやドジョウ、ナマ

ズなど、かつては身近に存在した水

辺の生物がどんどん姿を消してい

る原因は、圃場整備による用排分離

や排水路の深掘によって水域ネッ

トワークが分断され、魚類の行き来

が阻害されたからだと考えられて

いる。

＜森・里の危機＞

　近年、中山間地域の過疎化、耕作

放棄地の増加など、さまざまな要因

からシカやイノシシ、サルといった

野生鳥獣が増加し、人里周辺や高山

地帯へと生息域を拡大させている。

食害から農作物を守るため防護柵

を設置したり、耕作地への出没を抑

制するため周辺の藪を刈り払った

り、個体数や生息密度を一定水準に

抑制するため捕獲を行ったり、さま

ざまな対策が進められているが、著

しい効果は見られず、農作物の被害

金額は年間199億円に上る（2013年

度調べ）。

　さらに、農作物への被害と並んで

心配されているのが、生態系への

影響である。希少植物も多く自生

する国立公園では、その3分の2の

地域において、ニホンジカの食害

が発生。高山植物や天然林の消失・

減少といった被害に加え、下層植

生がはぎ取られたことによって土

壌の流出が見られる地域も確認さ

れている。

＜川の危機＞

　治水や利水を目的としてダムや

堤防の設置、河川の改修が進み、川

をめぐる状況も大きく変わった。こ

うした変化は洪水など災害の防止

に役立つ一方、生態系の維持に必要

な攪乱の機会まで減少させること

になった。また、かつて氾濫原・低湿

地であった浸水被害を受けやすい

ところに家が建てられるようにな

り、ひとたび流下能力を超える洪水

が発生すればその被害は甚大なも

のになると予測されている。

　今、田舎の小川でも、両岸と川底

をコンクリートで固めた護岸工事

の跡を探すことは難しくない。全国

196
億円 185

億円

199
億円

213
億円

239
億円 226

億円
230
億円

■自然環境の維持・回復（森里川海の連環確保）の必要性
森里川海といった自然環境が提供する生態系
サービスの恩恵は、すべての国民が享受。

人の管理が不足し、人工林
の荒廃、耕作放棄地の増加
が進み、水源涵養、国土保
全機能などの低下、身近な
生物の減少が懸念。

国民の暮らしを支える森里川海

顕在化する暮らしへの影響

土砂災害を防ぎ、
豊かな水を育む

森
災害に強く、
魚湧く

海

生命の恵みを活かし
安全で豊かな暮らしを育む

里
しなやかで、
生命があふれる

川

つながり
の喪失

森林・里地里山の荒廃

狩猟者の減少、積雪量の
減少などにより、野生鳥
獣の個体数が増加。食害
による森林荒廃、農林業
被害が深刻化。

鳥獣被害の深刻化

森里川海のつながりが失
われ、乱獲や海洋環境の
変動なども相まって、ウ
ナギなどの身近な資源が
枯渇。

資源の枯渇

里地里山の荒廃により、
子どもたちが自然にふれ
あう機会の減少が懸念。

ふれあいの機会の減少

人口減少

高齢化

気候変動

過剰開発

過疎化

生態系サービス
安全・安心・清く豊かな水、清浄な空気・土壌の保全、安全
でおいしい食糧、バイオマス・地域特産品、災害防止・レ
クリエーション

近年、さまざまな要因
により、国内の自然環
境は荒廃し、国民の暮
らしにも影響。

出典：環境省作成資料（2014年12月発表）
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217217
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557557 547547 538538
525525 504504 483483 470470 459459

■森林面積・蓄積の推移

天然林面積

■耕地・耕作放棄地面積の推移
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出典：「平成25年度 農林水産統計」出典：「平成25年度 森林・林業白書」
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470

386
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耕地面積人工林面積
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耕作放棄地面積
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各地で行われる護岸工事は、生き物

の住みかだけでなく、子どもたちか

ら遊び場を奪っている。

＜海の危機＞

　陸域と海域が接し、それらの相

互作用のもとにある沿岸域の水際

環境も、かつての姿を失いつつあ

る。陸域と水域の境界、森林と草原

の境界のように、2つの異なる環境

が接する移行帯は「エコトーン」と

呼ばれ、生物多様性の宝庫として

知られている。しかし、大規模な埋

め立てや干拓などにより、砂浜や

藻場・干潟の面積は大きく減少。日

本列島の海岸沿いに幹線道路網が

張り巡らされた結果、自然海岸の

多くがコンクリートの人工護岸へ

と変わった。都市部など上流域か

ら流入する生活排水や工場排水等

による水質汚濁や、河川からの流

出による陸域由来の生活廃棄物と

いった問題も十分に改善されてい

ない状況にある。

　海はかつて漁業者の共同管理に

よって守られていた。休漁、体長制

限、操業期間・区域の制限といった

ルールが漁業者の間で自主的につ

くられ、貴重な海の資源を共同で

管理することが伝統とされていた

のだ。しかし、漁村コミュニティの

衰退とともに、こうした共同管理

は存続の危機にある。すでにアサ

リやカキ、シジミなど身近な海産

物の減少が確認されるなど、暮ら

しへの影響が顕在化しており、海

との共存共栄の関係を築く新たな

手法を見つけることが喫緊の課題

となっている。

＜つながりの分断による危機＞

　森と里、川、海は、生物多様性の確

保や土砂供給や水量調整などにおい

て、相互につながり、影響を及ぼし

合っている。たとえば、森から下流域

に流れ込んだ土砂は、海まで辿り着

き、美しい砂浜を形成する。しかし、

河川構造物などによって、ひとたび

森から海までのつながりが分断され

ると、下流域への土砂の流入が減少

し、砂浜は消失の危機に瀕する。その

ため河川構造物は悪者のような存在

に見えるかもしれないが、水害リス

クの対策として効果を発揮するた

め、一概に判断することはできない。

さらに複雑なことに、森が育つと土

砂の流入が減ることもあるわけで、

森里川海のつながりをトータルに見

ながら、バランスのとれた管理が求

められる。

　森里川海の恵みを活用したかつ

ての暮らしは、地域住民の共同作業

によって支えられてきた。しかし、

森里川海の恵みが十分に活用され

ず自然の荒廃が進む中、人と自然の

つながりだけでなく、人と人のつな

がりが失われ、コミュニティや地域

の活力の低下をも招いている。

　森里川海のつながりを取り戻し、

その恵みを最大限に引き出すには

何が求められるのか。日本にはかつ

て自然と共生する社会があったが、

その伝統的な手法からヒントを得

られるかもしれない。しかし、地球

は今、気候変動をはじめ、これまで

存在しなかったリスクに直面して

いる。昔の暮らし方や社会システム

に後戻りするだけでは、問題を解決

することはできないだろう。国内で

も、気候変動が生態系や一次産業に

複合的な影響を及ぼし始めており、

今後さらに甚大な災害が起こるこ

とが懸念されている。そこで大切に

なるのは、森里川海とそのつながり

を賢く保全・利用することで、この

危機を緩和または適応していく方

特集 森里川海 ～失われたつながりを取り戻すために～

「つなげよう、支えよう
森里川海」プロジェクト
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■野生鳥獣による農作物被害金額の推移

樹皮はぎによる森林衰退（剣山国定公園）

2002年 2008年
注1：都道府県からの報告による
注2：ラウンドの関係で合計が一致しない場合がある※ともに高知県鳥獣対策課撮影
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わずか数年で
風景が激変

■ニホンジカによる生態系への被害

出典：環境省作成資料（2014年12月発表） 出典：環境省作成資料（2014年12月発表）

●樹皮の食害で樹木が枯死し、森林が衰退（森林が持つ水源涵養
機能などが低下）

●希少植物をはじめ下層植生が喪失
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策を見つけていくことだ。

　これまでも自然資源を守る施策

は行われてきたが、異なる省庁や自

治体によって個別に取り組みが進

められてきた結果、森里川海の境界

域が見落とされるなどの問題が

あった。森里川海の恵みを最大化す

るには、こうした縦割りを解消し、

森里川海のつながりを総合的に捉

え、長期的な視野で国土のグランド

デザインを描くことが必要である。

2014年2月に環境省が立ち上げた

「つなげよう、支えよう森里川海」プ

ロジェクトは、こうしたニーズに応

えるものである。同プロジェクトに

ついて、環境省自然環境局自然環境

計画課生物多様性施策推進室、室長

補佐の速水香奈氏は次のように説

明する。　

　「日本では、人口減少や高齢化に

伴い、限界集落の増加、人手不足に

よる耕作放棄地・荒廃地の増加が今

後予想されます。こうした状況にお

いて、個別の取り組みでは、森里川

海の価値を維持することはできま

せん。『つなげよう、支えよう森里川

海』というプロジェクト名には、森

里川海のつながりを確保すること

でその恵みを最大化しようという

思いが込められていますが、つなげ

るのは自然だけではありません。森

から里、川、海まで流域圏を考えな

がら、地域を超えて国民全体がつな

がり、連携・協力することを目指し

ています。農山漁村や都市がつなが

ることによって、今まで特定の地域

で個別に行われてきた取り組みも

さらに広がりを見せ、効果的なもの

になることが期待できます。こうし

て森里川海の価値を見直し、活用す

ることで地域に生業が生まれれば、

地域の自立が促され、結果として地

方創生にも貢献できると考えてい

ます」。

　2015年7月、「つなげよう、支えよう

森里川海」プロジェクトの基本的な

考え方と方向性について広く理解を

得るため、中間とりまとめが発表さ

れた。中間とりまとめでは、「森里川

海を豊かに保ち、その恵みを引き出

す」と「森里川海の恵みを一人ひとり

が支える社会をつくる」の2つが目標

に掲げられた。これらの目標を実現

するため、さまざまな視点から取り

組みを行い、結果を積み重ねていく

ことが求められている。取り組みの

テーマとして、生態系を活用した災

害対策や、地域産食材の再生、トキや

コウノトリなど大型鳥類が生息でき

る環境づくりなどのアイデアが挙げ

られているが、具体的な内容は今後

検討を行い、決めていく。まずは取り

組みを進めるための体制づくりが喫

緊の課題であり、国全体の会議とし

て「森里川海協議会」、地域ごとの会

議として「森里川海地域協議会」の設

置が提案されている。両協議会で森

里川海のあるべき姿や管理の方向性

を検討したり、取り組みの進　や森

里川海の状況の評価を行ったりしな

がら、国レベル、地域レベルの取り組

みを連動させる方針だ。

　「国が主導的に進めるのではなく、

地域からのボトムアップの仕組みを

つくりたい」と速水氏は話す。「自然

から恵みを受けるのは、特定の地域

だけではありません。自然の恵みを

共有する地域と都市がともに対等な

立場で資金、労力、意識を、森里川海

に対して向けることが重要です。プ

ロジェクトを通じて、地域がすでに

自主的に行う取り組み、または取り

組もうとしているものに対して、都

市とのマッチングや資金援助などを

通じて支援していきたいと考えてい

ます。特に、資金については、すべて

の企業や個人が少額ずつ負担するこ

とを理想としており、これは自然環

境という資産を国民自身が守るナ

ショナル・トラストに近い発想です。

資金を確保し活用するための仕組み

をつくるには、精緻な検討が必要に

なりますが、独自に取り組みを行っ

てきた地域や、これまでどの省庁で

も取り組んでこられなかった地域な

どにも、資金が回るようにしたいと

考えています。さらに、こうした制度

設計と並行して、人づくりにも取り

組んでいきます。さまざまなプログ

ラムを実現させるには、現場で技術

的な助言や指導を行ったり、各組織

森里川海をつなげる
仕組みづくり
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をつないだりする“人”が重要な役割

を果たすからです。また、将来を担う

子どもたちに向けて環境教育を行

い、小さい頃から個人の意識を醸成

することも、『森里川海の恵みを一人

ひとりが支える社会をつくる』とい

う目標を実現するためには欠かせな

いと考えています」。

　新制度導入に向けた準備は、すで

に始まっている。2014年8月に環境

省が発表した「税制改正要望」には、

「生態系サービスから受益する国民

が広く薄く負担する仕組みを創設

し、森林や里地里山等の自然環境の

維持・回復を国民的運動として進

め、地方創生を実現する」との文言

が盛り込まれた。これに引き続い

て、2015年度は、自然の恵みを守る

ため国民から広く少額の負担を求

める新税の創設を要望する方針だ。

　ウナギが食べられなくなること

は、私たちの暮らしや社会にとって

どのような意味を持つのか。それは

単なる資源の損失ではない。かつて

の日本では、ウナギをはじめ川に住

む魚を捕まえる子どもたちの姿が当

たり前のように見られた。しかし、森

里川海の状況が大きく様変わりした

結果、子どもたちは遊び場だけでな

く、自然の大切さを学ぶ場を失って

しまった。人と自然とのつながりが

減少する中、かつて森の散歩、昆虫採

集、魚とりなど、遊びの中で育まれて

きた自然の恵みに感謝する意識が希

薄化している。何よりも避けなけれ

ばならないのは、こうして一人ひと

りの持つ自然観が喪失することに

よって、さらに環境が悪化するとい

う悪循環に陥ることだ。

　また、ウナギが食べられなくなる

ことは、ウナギの捕獲や調理をめぐ

る先人の知恵を失うことをも意味

する。四季折々の自然の恵みを活用

しながら生まれた“和食”は日本の

伝統文化であり、2013年12月、ユネ

スコ無形文化遺産にも登録された。

近年、増え続ける外国人旅行者の訪

日目的においても、和食は大きな割

合を占める。森里川海のつながりと

ともに食をめぐる文化を守ること

は、世界において日本の魅力や個性

を発揮していくことにつながるは

ずだ。

　一人ひとりの暮らしから日本の

文化や伝統、経済活動に至るまで、

すべてが森里川海の恵みで成り

立っている。その事実を、国民も企

業もあらためて認識し直さなけれ

ばならない時期を迎えているので

はないだろうか。特に、企業は、森里

川海の関係性や、そこでの人々と森

里川海とのつながりを壊しながら、

ビジネスを発展させてきた側面が

ある。そのことを踏まえれば、失わ

れてきた森里川海のつながりを回

復するに当たって、企業が果たすべ

き役割に期待がかかることは自覚

すべきだろう。また、森里川海の恵

みを持続的に享受できるようにす

ることは、ビジネスの継続性を考え

る上でも重要な意味を持つ。もちろ

ん一社だけの取り組みでは限界が

ある。失われた森里川海のつながり

を取り戻すには、企業自身が行政、

市民、NPO・NGOなど、これまであ

まり関わってこなかったプレイ

ヤーたちとつながりを深めていく

ことから始める必要がある。「つな

げよう、支えよう森里川海」プロ

ジェクトを成功に導く鍵は、従来の

縦割り行政や業種業界の壁を乗り

越えた有機的で豊かなつながりを

取り戻すことにあるからだ。

　SAFEでは、まだ緒に就いたばか

りの「つなげよう、支えよう森里川

海」プロジェクトを見守り、今後の

動向や成果を紹介していきたい。

特集 森里川海 ～失われたつながりを取り戻すために～
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環境経営講座

　現在、地方創生が政府の主要課題で
ある。「生物多様性の保全」を担当する
環境省の視点からは、「多様性」が大切
と思うことが多いが、個人的には「地域
の多様性」も非常に重要と考える。多様
な地域があって、さまざまな人材が輩
出され、その人材が交流することで、新
たな考えが生まれると考えるからであ
る。日本のような成熟社会では、多様性
を背景とした付加価値がますます重要
になってくるはずである。
　当然のことであるが、「地域の多様
性」を維持するには、各地域が「元気」で
なくてはならない。各地域が「元気」で
あるためには、地域の人材が確保され、
コミュニティが維持され、歴史や文化
的要素が継承され、それらの土台にも
なっている自然環境がしっかりと保全
されなくてはならない。産業やインフ
ラといった人工資本を含めて、これら
の地域資源（ストック）の充実が必要で
ある。この地域資源の上に、GDPの指標
に代表されるフローの経済が営まれ、
人々が生活している。ストックとフ
ローの双方が健全であることが、地域
が「元気」である条件となるであろう。
　このストックとフローの健全性を実
現する上で、必要な「科学的手法」は、こ
れまで不足していたのではないだろう
か。従来、地域活性化を図るには、「地元
学」をはじめ住民のニーズをくみ取り
ながら地域資源の再発見を行うなどボ
トムアップ型の手法が多く採られ、一
定の成果を挙げてきたと考えられる。
他方で、地域全体の状況を俯瞰し、地域
全体を元気にする手法はあまり用いら
れてこなかったのではないか。この手
法の1つとして、次に、環境省が水俣市
とともに、同市の環境まちづくりへの

支援を通じて開発した「地域経済循環
分析」を紹介する。

　地域経済循環分析とは、フローを中
心とした地域全体（地域内、地域間）の
資金の流れを把握することで、フロー
の経済の全体とその背景にある関連す
るストックの課題を明らかにするもの
である。経済学の教科書で最初に記載
されているとおり、経済は、生産、分配、
支出（消費、投資、国際収支、地域の場合
は域際収支）の3つの側面から成り立っ
ている。企業等が財・サービスを生産し
て付加価値を生み出し、それが賃金、内
部留保、配当等の形で分配され、その分
配で得た所得が消費、貯蓄、投資等に回
る。地域の視点で見た場合、これらの資
金の流れが、地域内で太くなると、経済
的に活性化することとなる。
　これまでの分析では、農業、製造業と
いった生産部門の分析が中心であっ
た。地域経済循環分析の大きな特徴は、
地域内・地域間の資金の流れを明らか
にする上で、生産だけでなく、分配、支
出の3面全体にまで視野を広げて、地域
経済の循環における課題を発見しよう
とするところにある。

（1）地域経済の「健康診断」
　ここで、地域経済循環分析について、
具体的な例を用いて説明したい。
　水俣市では、1956年に公式発見され
た水俣病の影響もあり、長年、地域が疲
弊してきた。中核企業であるチッソの
業績悪化、市民間の軋轢とコミュニ
ティの崩壊、人口減少・高齢化、風評被

害などである。「公害の被害を受けたま
ちだからこそ、環境で再生する」と1990
年代から、全国に先駆けて環境政策に
よる地域再生に取り組んできた。2008
年に国の「環境モデル都市」に認定され
るなど一定の成果を挙げてきたが、地
域経済全体を底上げするには至ってい
なかった。そのため、地域経済循環分析
を活用し、地域経済の「健康診断」を
行って、何が課題かを明らかにした。そ
の概略を以下に説明する。
●生産面
　筆者が現地を回った感覚では、「水俣
市はチッソグループの企業城下町で、
チッソがよければ市全体の景気がよく
なる」という市民のイメージが依然と
して強く残っていた。チッソグループ
の市総生産に占める付加価値額は約
23％で、日本全体の製造業の比率より
も多く、確かに影響力は大きい。しか
し、ピーク時の半分程度と考えられ、
チッソだけで市全体を牽引できる大き
さではなく、約15％の付加価値額を生
み出す医療・福祉産業など他の産業も
不可欠な存在ということが判明した。
●分配面
　液晶事業等に業態を変化させ、労働
生産性を著しく高めたチッソグループ
からの労働所得は約106億円であった。
他方、医療・福祉産業は107億円で、チッ
ソグループを上回っていた。この結果
は、市民にも驚きを与えた。
●支出面
　市民の休日の消費活動の半分は、市
外で行われていることが明らかとなっ
た。これは、市街地のスプロール化とそ
れに伴う自動車依存度の上昇の影響が
大きい。ストックとしての都市構造が
フローの経済に影響を与えている典型
である。また、投資面では、水俣市内の
金融機関に預けられた1,000億円以上
の貯蓄のうち、市内へ再投資されてい

はじめに

地域経済循環分析とは

水俣市における実践

Sustainability Seminar
地域経済循環分析について
人口減少に伴う過疎化や地域経済の縮小、自然環境の保護など、近年、自治体が

抱える課題は、多岐にわたる。地域の強みを生かしつつ、いかに課題を解決して

いくのか。目指すべき方向性を明確に示し、これを実現に導く政策立案が各自治

体に求められる中、特定の地域単位でモノやお金の流れを分析する手法が環境

省によって開発された。地方の課題を解決するツールとして活用が期待される

「地域経済循環分析」について、開発に関わった環境省総合環境政策局の大倉紀

彰氏に解説いただく。

〈第46回〉

環境省総合環境政策局総務課課長補佐（総括）
1998年環境庁（当時）入庁。京都議定書締結作業をはじ
め、廃棄物処理法改正、地球温暖化対策推進法改正などの
制度設計に携わる。水俣病発生地域の「低炭素まちづくり
による地域振興」に従事した経験を経て、現在は省全体の
地球温暖化対策の方針作成などを担当。

大倉 紀彰
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るのはわずか2～3割にとどまり、残り
は国債の購入や市外への貸し出しに
充てられていた。その背景には、金融機
関の融資姿勢と企業の設備投資意欲の
乏しさの両面があると考えられる。域
際収支面では、電力・ガス等、石油・石炭
製品（ガソリン等）といったエネルギー
代金の支払いによって、地域内総生産
の約8％に相当する約86億円が、地域外
に流出していることがわかった。
　
（2）「健康診断」に基づく「処方箋」づくり
　地域経済循環分析によって、こうした
強みと課題を客観的なデータに基づい
て把握することで、先入観にとらわれな
い戦略的な地域づくりが可能となる。こ
の「健康診断」は、市民参加の会議で共有
され、科学的分析に基づいて市民、行政、
専門家が協働で処方箋を検討し、「平成
23年度水俣市環境まちづくり推進事業
概要報告書」の形でまとめられ、各種の
プロジェクトが実施されることとなっ
た（環境省は「環境首都水俣創造事業」を
創設し、一部のプロジェクトについて、
補助金による支援を行っている）。
　自動車依存による消費の流出対策に
おいては、公共交通の利用促進策の1つ
として肥薩おれんじ鉄道（沿線自治体
100％出資）に水俣病が発生した不知

火海を観光資源とした観光列車（地元
食材を活用した料理を提供する食堂列
車）を導入した。通常の運賃に比べ最大
8倍の料金を設定したにもかかわらず、
多数の利用があり、同社の売上が3割増
となった。景観と食材という地域資源
がフローの経済に高付加価値を生んだ
好事例と考えられる。また、中心市街地
等の核となる「心豊かな公共空間」とし
て、水俣駅や温泉センターの環境改修
などを実施し、2カ所の温泉地の観光客
がV字回復した。
　投資資金の流出（預貸率2～3割）の対
策として、新たに環境金融制度を創設
した。中小企業の環境投資に対して、利
子補給と保証料への補助を実施したと
ころ、再エネ、省エネ（高効率空調、LED
等）、リサイクル設備等への投資が活発
化した（2億円超）。
　約86億円のエネルギー代金流出対策と
して、地元の中核企業が参画する、バイオ
マス発電、メガソーラー、小水力等の再生
可能エネルギーの大規模導入を推進し、
すでに一部が事業化されている。

　水俣市における地域経済循環分析の

活用実績を受けて、全国の自治体で地
域経済循環分析を活用できるよう、現
在、環境省において、9月中の完成を目
指し、1,800自治体分のデータベースを
構築中である。構築されたデータベー
スは、政府のまち・ひと・しごと創生本
部および環境省から各自治体の要望に
基づき提供される予定である。また、地
域経済循環分析の活用の手引きを、創
生本部、環境省、日本政策投資銀行など
で作成する予定である。
　地域経済循環分析を活用すれば、当
然のことながら、たちどころに地方創
生が成し遂げられるわけではない。し
かし、今まで見ることが難しかった地
域経済の全体像の把握を通じて、各地
域の特性を発揮しながら、地方創生の
処方箋の作成の一助になれば、担当者
として幸いである。
　余談ではあるが、この地域経済循環
分析をなぜ環境省が手掛けたかについ
て、補足しておく。「なぜ、経済官庁では
なく環境省が」と読者は感じておられる
に違いない。環境省は、長年、温室効果ガ
スの排出量を算定してきた。温室効果ガ
スは社会経済活動の全体から排出され
るため、おのずと、社会経済活動全体を
捕捉しなければならない。その経験が、
地域経済の実態把握に今回役立った。

今後の展開に向けて

＜参考文献＞
「平成23年度水俣市環境まちづくり推進事業概要報告書」（平成24年3月、水俣市）、環境省「循環共生型地域づくりに向けた検討会」（平成26年度）
平成27年版環境白書（平成27年6月閣議決定）

■水俣市における地域経済循環の概要
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御社の事業概要についてご紹介をお願いします。

　当社は1887年にボタンメーカーとして創業して以降、

120余年にわたりファッション・アパレル業界の発展に貢献

してきました。現在ではボタンからファスナー、スナップ、肩

パッド、カラークロス、裏地、芯地、裾上げテープまで衣料品に

欠かせないさまざまな縫製資材の総合商社として国内外で事

業を展開しています。特にスポーツウェアやカジュアルウェ

ア、紳士服の分野では豊富な実績があります。

業界における御社の競争優位性を教えていただけますか。

　当社が扱っている縫製資材は、洋服の裏地や芯地など消費

者の方がほとんど意識していない商品ばかりです。しかし、こ

れらの縫製資材がなければ衣服は完成しません。目立たない

存在ですが、縫製資材は着心地を左右したり、デザインのアク

セントになったり、新しい機能を提供したり、商品に付加価値

を与える役割を果たしています。このような商品を提案・提供

している当社には3つの強みがあると考えています。

　1つ目は、メーカーさまが開発する商品に企画段階から参画

し、専門的な技術や知識を活かしてベストマッチする縫製資

材を提案ならびに提供することです。デザインの狙いから使

用されるシーン、求められる機能、適正なコストなどをすべて

勘案し、多種多様なアイテムの中から最適な縫製資材を提案・

提供できることは大きな強みです。

　2つ目は、社内に公的試験機関と同レベルのラボ室を設置し

ているので、迅速な商品開発が可能なことです。温度・湿度な

どの室内環境を厳密に管理できるラボ室を設置し、先進的な

検査機器と専属の担当者を揃え、「染色堅牢度」「物性」「安全

性」などJIS規格に準拠する試験※をいつでも行うことができ

ます。さらに最新の3Dプリンタも導入し、金型を起こすこと

なく樹脂成形の試作パーツを短時間で作製できる環境も整え

ました。こうした設備を最大限に活かすことにより、これまで

は海外の現地法人から試作サンプルを取り寄せて公的機関に

試験を依頼していた開発プロセスを大幅に短縮できるように

なりました。国内の同業者で、同レベルの設備を自社保有して

いる企業はほとんどないと思います。

　3つ目は、国内のみならず海外縫製にも対応できるネット

ワーク力です。グローバル化が進んだ現代では、1着の洋服を

生産する際にさまざまな国から仕入れた縫製資材が使われま

す。たとえば、日本で生産している機能性繊維と、中国で生産

しているボタン、タイで生産しているワッペンをベトナムの

工場に集めて縫製するといったことが、日常的に行われてい

るのです。当社は、こうした国境をまたがるサプライチェーン

を独自のネットワークでつなぎ、お客さまの要望に合わせて

必要な縫製資材を一式揃えてアッセンブルし、通関手続きな

ども代行して指定された工場へ納品するサービスを提供して

います。これによりお客さまは、縫製資材のロスや物流コスト

を抑えられるだけではなく、通関手続きなどの事務負荷も軽

減でき、商品生産にリソースを集中することができます。

環境問題に取り組まれた経緯を教えていただけますか。

　我々の仕事は、端材などのロスが発生しやすいという課題

があります。このロスを少しでも減らすために最適化された

管理手法を取り入れたいと考え、2001年3月にISO14001

認証を取得したことがきっかけでした。以来、電気使用量の削

減や廃棄物の削減、リサイクル、グリーン購入の推進、コピー

用紙購入量の削減、段ボール購入量の削減など、環境負荷を軽

減するためにさまざまな取り組みを進めてきました。

　今はまだ実現できていませんが、将来的には端材などロス

資材を服飾デザインの専門学校等へ教材として提供し、さら

なる環境負荷の軽減につなげたいと考えています。

環境に配慮した縫製資材も開発されているそうですね。

　ペットボトル、フィルムくず、残布などから再生されたリサ

イクル原料、あるいは植物原料を用いた生分解性のポリ乳酸

を使ったボタンやパッド、インサイドベルト、裏地などの縫製

資材を提供しています。これらの商品の売上構成比を増大さ

せて環境問題に貢献したいと考えています。

　また、当社では繊維製品に有害物質が入っていないことを

示す「エコテックス規格100」の認証も取得しています。「エコ

テックス規格100」とは、世界90カ国以上で使われている、繊

維製品の人体への安全性を保証する規格です。当社は、この基

準に適した商品を提供することで、生産工程における環境へ

の影響を軽減することを目指しています。

環境に配慮した商品を示す「eco HiG」や「Green HiG」

という商標を取得されているそうですが、その目的を教

えていただけますか。

　もともと当社の扱う商品が高品質（ハイグレード）であるこ

とを示すために「HiG」という商標を取得し、そのロゴマーク

を商品のパッケージなどに付けてアピールしていました。そ

こから派生し高品質への付加価値として天然素材を原料とし

     

環境に配慮した縫製資材の提案・提供により
ファッション・アパレル業界の発展に貢献
島田商事株式会社
1887年の創業以来、多様な縫製資材を提供しファッション・アパレル業界の発展に貢献してきた島田商事株式会
社。環境に配慮したボタンやファスナー、裏地などさまざまな商品を展開する同社の取り組みについて代表取締役社
長の島田昌建氏にお話を伺いました。
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ている商品には「Green HiG」を、リサイクル原料を使ってい

る商品には「eco HiG」のロゴマークを付けるようになりまし

た。このマークが直接消費者の目に触れることはありません

が、お取り引きいただくメーカーさまが環境に配慮した商品

を選ぶ際の目安になってほしいと考え、商品パッケージなど

にロゴマークを付けたり、展示会で紹介するなどの活動を

行っています。

環境配慮など素晴らしい取り組みをされているものの、

消費者の目に触れないのは残念ですね。

　縁の下の力持ち的存在ですから仕方ないのですが、できれ

ば社員の士気を上げ、お客さまの信頼を得るために、より多く

の方に当社の存在を知っていただきたいと思っています。そ

こで、今年から独自キャラクターを作成し、これを活用したブ

ランディング戦略に取り組み始めました。ボタンをモチーフ

にした「ぼたん夫妻」、裏地をイメージした「うらじい」、ジッ

パーの「ジブ男くん」など16種のキャラクターを作成、2015

年2月にミュンヘンで開催されたイベントでお披露目しまし

た。するとこのキャラクターが海外のお客さまから大変な好

評を博しまして、それ以降、展示会だけではなく、当社のホー

ムページや会社案内などにもキャラクターを登場させていま

す。このキャラクターたちが人気となり縫製資材の存在が認

識され、結果的に我々の取り組みを知っていただけたらうれ

しいですね。

ファッション・アパレル業界では、時代の先を読むことが

求められますが、そういった感性はどうやって磨かれる

のですか。

　市場の方向性やトレンドを見極めるため、当社では世界各

国で開催される見本市へ積極的に参加しています。世界最大

の繊維見本市「インターテキスタイル上海」（中国・上海）をは

じめ、衣料・服飾資材全般の国際見本市「プルミエールビジョ

ン」（フランス・パリ）、スポーツ用品専門の見本市「ISPO 

MUNICH」（ドイツ・ミュンヘン）、ヨーロッパ最大のアウトド

ア用品の見本市「アウトドアショー」（ドイツ・フリードリヒス

ハーフェン）、ワーキング用品の見本市「A+A」（ドイツ・デュッ

セルドルフ）など、世界各国で開催される見本市に出展し情報

収集やトレンド把握に役立てています。

　なお、国内では東京、大阪、岡山、福山の4カ所で毎年自社商

品の展示会「HiG STOFF」を開催し、関係者との意見交換や情

報収集を行っています。

アパレル業界は海外生産へのシフトが顕著ですが、御社

もさらなるグローバル化を推進していくのでしょうか。

　当社は1966年の韓国への縫製資材輸出を皮切りに積極的

な海外展開を進めてきました。現在では北京、上海、香港、バン

コク、ホーチミン、ニューヨークに現地法人、ジャカルタに駐

在所、バングラデシュと韓国に代理店を構えて事業を展開し

ています。国内は人口減少により市場がシュリンクしていま

すから、さらにグローバル化を進めなければならないと考え

ています。もちろんアジアは重要な市場としてこれまで通り

事業を拡大していきますが、それと並行して付加価値の高い

日本の技術を活かしてヨーロッパやアメリカの市場にも参入

することを目指しています。

今後の成長戦略についてご紹介をお願いします。

　縫製資材の提案・提供という中核事業を伸ばすことが基本

戦略ですが、これまで培ってきた技術や知見を活かして新た

な事業へ進出することも考えています。すでに新規事業とし

て、お客さまがショップを展開される際に必要な小物類など

の提案・提供を行う事業をスタートしました。そのラインナッ

プの中には消臭剤の「クリーンメル」など、今までにない商品

も含まれています。そもそも「クリー

ンメル」は、機能性消臭繊維の開発に

使用するグラフト重合という技術を

応用したもので、これまで培ってき

たビジネスの延長線上で生まれた新

商品といえます。このように既存技

術を応用した新商品の開発や、新た

な市場への参入など、既存の枠にと

らわれない事業にもチャレンジして

いきたいと考えています。 代表取締役社長
島田昌建氏
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会社概要

社　  名

所 在 地

資 本 金

事業内容

T E L

U R L

島田商事株式会社

大阪府大阪市中央区谷町3-1-12

8,640万円

アパレル縫製資材の販売

06-6943-6691

http://www.hi-g.co.jp/
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国内4カ所で毎年開催される「HiG STOFF」 天然素材を用いたボタンなど多様な商品を展開 縫製資材をモチーフにしたキャラクター
「TRIM MONSTERSTM」
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　2015年7月30日にアメリカのニュー

ヨークで開かれた第69回国際連合総会

において、野生生物の違法取引の防止

に関する決議が採択された。これに

よって、国連に加盟する193の国すべて

が、野生生物が直面する危機の深刻さ

を認め、野生生物の違法取引の防止、撲

滅に向けて取り組んでいく意志を初め

て明らかにすることとなった。

　アフリカゾウの国際取引はワシント

ン条約で禁止されているが、象牙を目

的とした密猟が後を絶たず、年間3万頭

が捕殺されているといわれている。ま

た、薬の原料として使われる角を狙っ

て、サイの密猟も近年増加の一途を

辿っており、南アフリカ共和国では

2014年の1年間で1,215頭が捕殺され

た。アジアでも、2000～2012年の間にト

ラの骨や爪などの部位が1,425点押収

されており、野生生物犯罪をめぐる問

題は世界各地で深刻化している。

　野生生物の密猟や違法取引の背景に

は、高度に組織化された国際的犯罪組

織があるといわれており、こうした犯

罪は特定の野生生物を絶滅の危機に追

い込むだけでなく、地域社会の混乱や

治安の悪化を招く恐れがある。野生生

物犯罪が繰り返し行われた国や地域で

は、法律の有効性やガバナンス機能が

失われ、社会全体が不安定な状況に陥

ることが懸念されている。密猟などに

よってもたらされる莫大な利益が、犯

罪組織や武装勢力の軍資金に回ること

で、紛争などのリスクを大きくすると

の指摘もある。

　野生生物犯罪の撲滅に向けた機運

が世界的に高まる中、今回の国連決議

は、密猟される野生動物が生息する国

だけでなく、そこから持ち出された違

法な野生生物製品を流通・消費してい

る国々に対しても取り組みを要請す

る内容となっている。ワシントン条約

事務局、世界銀行、国際刑事警察機構

（インターポール）などで構成される「野

生生物犯罪と闘う国際コンソーシアム

（ICCWC）」の技術支援を活用しなが

ら、動植物やその製品の違法取引に対

して防止・捜査・起訴に必要な法整備

および執行能力の強化に取り組むこ

とを提案。また、違法取引に加担しな

くても人々が生活を維持できるよう、

代替となる生計手段の確立を進め、長

期的な視点から環境保全を目指すこ

とを各国に呼びかけている。

　今回の決議を受けて、国連事務総長

は、2016年以降、国際的な野生生物犯罪

とその対策について毎年報告書を作成

し、さらなる行動のための勧告を行う

ことになった。新たな段階を迎えた野

生生物犯罪との闘いに、世界の国々が

どう取り組むのか。今後の行方が注目

される。

　国際エネルギー機関（IEA）は、2015

年8月に世界の発電量の内訳に関する

最新の調査結果を公表した。この調査

結果から、2013年に再生可能エネル

ギーによる発電量は天然ガスを上回

り、石炭に次ぐ2位に上昇したことが明

らかになった。

　IEAが公表したデータによると、

2013年の再生可能エネルギーによる発

電量は5,130テラワット時で、これは世

界の総発電量の22％を占める。水力に

よる発電量を除いても、再生可能エネ

ルギーは総発電量の5.4％に及ぶ。

　水力以外の再生可能エネルギーの成

長は、特にOECD加盟国で顕著に見ら

れる。2014年の暫定データによると、

OECD加盟国では、2014年、石炭や石

油、天然ガスによる発電量が減少した

一方、水力以外の再生可能エネルギー

は前年比8.5％増加。中でも太陽光発電

と風力発電の成長が著しく、欧州の

OECD加盟国では1990年以降の太陽光

発電の増加率は年平均44.6％、風力発

電は27.1％になるという。

　化石燃料による発電量の減少によっ

て、2014年のOECD加盟国の総発電量

は前年比で0.8％減少した。2010～2013

年の間、OECD加盟国の総発電量は年

平均0.35％で減少を続けてきたが、一

方でOECD非加盟国では年平均5.6％で

増加した。2011年には、OECD非加盟国

の発電量がOECD加盟国を初めて上

回った。OECD非加盟国における需要

の増大を受けて、2013年の世界の石炭

による発電量は、過去最高の9,613テラ

ワット時を記録している。

　また、IEAは、再生可能エネルギーの分

野別消費量にも、OECD加盟国とOECD

非加盟国の違いが見られると指摘。

OECD加盟国では再生可能エネルギー

の供給量の半分以上が発電と熱生産に

利用されているのに対し、非OECD加盟

国では発電と熱生産に利用されるのは2

割程度で、6割以上が住宅、商業、公共

サービス部門で利用されているという。

　日本の現状に目を向けると、国内に

おける再生可能エネルギーの発電量

は、天然ガス、石炭に続いて3位のまま

である。電気事業連合会が公開してい

る2014年度の統計データでは、国内の

総発電量のうち再生可能エネルギーの

比率は12.2％、水力以外の再生可能エ

ネルギーの比率は3.2％にとどまり、い

ずれもOECD加盟国の平均を下回って

いる。経済産業省は「長期エネルギー需

給見通し」（2015年7月発表）の中で、

2030年度の電源構成比で再生可能エネ

ルギーを22～24％にすると発表してい

るが、世界の動きに遅れないためにも

さらなる努力が求められる。

世界の発電量で再生可能エネルギーが2位に

国際エネルギー機関は、再生可能エネルギーによる発電量が太陽光と風力に牽引され増大したと発表。

2Topics

国連、野生生物犯罪の撲滅に取り組む決議を採択

野生生物の密猟や違法取引の撲滅に向けて取り組みを強化することを各国が誓約。

1Topics
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　埼玉県北西部に位置する秩父市。山に囲

まれた自然豊かな地域に、近年、新たな特

産品が誕生した。「和メープル」と名づけら

れた商品は、秩父の森に生育するカエデか

ら生み出される。ほんの10年前まで山の

持ち主にすら気づかれることなくひっそ

りと自生していたカエデが、今、林業の低

迷とともに荒廃した山を生き返ら

せる救世主になろうとしている。

　忘れられた存在だったカエデの

活用を提案したのは、「NPO法人

秩父百年の森」の島崎武重郎さん

だ。きっかけとなったのは大学時

代の経験だったという。「山岳ス

キーをしに立山連峰へ行ったと

き、山小屋で紅茶をごちそうにな

りました。これが、甘くよい香りが

して、たまらなくおいしい紅茶

だったんです。なぜだろうと思っ

て山小屋の方に尋ねたら、カエデ

の樹液を沸かしてつくったと言う

んですね。昔から猟師さんが山の

中で飲んでいたそうです。その味

が忘れられなくて、数年間、立山連

峰へ通い続け、樹液の採り方を教

えてもらいました。この経験が

あったので、秩父の新たな特産品

をつくる話が持ち上がったとき、

もしかしたらカエデが使えるかも

しれないと思ったんです」。

　メープルシロップの原料となる

カエデ樹液は、生産量の大部分を

カナダやアメリカが占める。秩父でもカ

エデ樹液の生産は可能なのか。島崎さん

はNPOで長年ともに活動してきた田島

克己さんらと調査を始めた。その結果、ヒ

ノキやスギの植林が進んだ秩父の森に

も、多くのカエデが残っていることがわ

かった。日本には28種類のカエデが分布

するが、そのうち21種も秩父で見つかっ

たのだ。さらに、樹液を調べたところ、カ

ナダ産に劣らない風味を持つだけでな

く、カリウムやカルシウムなどのミネラ

ルを多く含むことがわかった。

　2012年、NPOメンバーと森林所有者

を中心に「秩父樹液生産協同組合」が設立

され、カエデの活用が始まった。日本で生

まれたカエデ樹液「和メープル」は、地元

の菓子店や酒造会社によって、ジェラー

トやプリン、サイダーなど、さまざまな形

で商品化されている。現在、カエデ樹液の

年間生産量は約10トンで、販売価格は1

リットル当たり400円。国内の木材需要

が停滞する中、毎年安定した収入が得ら

れるカエデ樹液は、「伐らない林業」とし

て注目を集めている。

　「テーマは“森を生かし森とともに生き

る”です」と田島さんは説明する。「長年

NPOで森づくりに携わる中、広葉樹や針

葉樹、人工林、天然林などトータルに関

わっていかなければ森は生きないと感じ

ていました。今、秩父市大滝地区で、スギ

やヒノキを間伐しながら、カエデを植林

する計画を進めています。山にお金が戻

る仕組みをつくり、新しい林業の

モデルケースを確立することが目

標です」。

　カエデの幹が樹液で満たされる

雪解けのころ、秩父の森では、採れ

たての樹液を味わうエコツアーや

地元の小中学生を対象にした体験

学習が行われる。こうしたイベン

トの背景には、自然に親しみなが

らその楽しさや大切さを知ってほ

しいという思いがあるという。「体

験学習に参加した中学生の一人

は、卒業式の答辞でその思い出を

振り返り、将来の子どもたちにも

森の恵みを伝えられるよう大人に

なったら地域のために働きたいと

話してくれました。また、新たな森

づくりへの挑戦に夢を感じて、活

動に参加してくれるようになった

若者もいます。森づくりの結果が

わかるのは何十年も先になります

が、共鳴してくれる人をさらに増

やし、取り組みを広げていきたい

と思います」（島崎さん）。

　カエデを資源として計画的に活

用するため、秩父樹液生産協同組合では、

現在、森林情報のデータベース化を進めて

いる。その調査中、樹皮に薬用成分を含む

キハダという落葉樹が自生していること

がわかり、新たな商品化にもつながった。

見過ごされていた森の恵みに光が当たる

ことにより、秩父の林業と森はこれからさ

らに変わっていくことが期待される。

島崎武重郎さん（左）と田島克己さん（右）。山が好
きな2人は、子どもや孫の世代にも森で感動する体
験をしてほしいと願う。

新たな林業の形を
提案する「和メープル」

VOL.7

Info.
　 秩父樹液生産協同組合
埼玉県秩父市大滝1805-1
TEL：0494-55-0122
http://acermono.com/

森を生かし
森とともに生きる

カエデの樹液が採れるまで

自然と共生する人、モノ、ライフスタイルを取材。エコな暮らしのアイデアを紹介します。

1日ごとにタンク内の樹液量を
見回り（2月～3月下旬）

決められたルールに従い採取
器具を設置（1月下旬）

カエデの調査と登録（9月～10月）1

2

樹液を回収。撤収後は薬剤で樹木
を保護する（2月～3月下旬）

4

3
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江戸の
動植物図譜
狩野 博幸　監修

河出書房新社

2,400円（税抜）

温
故
知
新

〜
今
こ
そ
、古
典
を
〜

環境を考える本

新 刊 紹 介

長谷川 博　著

偕成社

1,800円（税抜）

オキノタユウの島で

吉村 生　髙山 英男　著

柏書房

2,200円（税抜）

暗渠マニアック！

立国会図書館が所蔵する、江戸時代の動植物図譜をオール

カラーでまとめた一冊。植物、鳥類、獣類、昆虫、魚介類の図

譜（転写の図を含む）の数々が解説付きで紹介されている。

　江戸時代、これらの図譜が盛んに描かれたのは、幕府が医学の

分野に力を入れ、自然界において薬となる動植物の探求が重視さ

れたことと、各地の産物の調査報告をまとめた『諸国産物帳』がつ

くられたからだったそうだ。

　これらの図譜を描いたのは、絵師に限らず、さまざまな人々

だった。植木屋さんが描いた植物図譜もあれば、植物採集、栽培の

好きだった下級武士が、仕事の傍ら写生を続け、それが領主に認

められ、やがて幕府に図譜が献上されたこともあるという。

　江戸時代の、とりわけ自然を愛した人たちの目を通じて描かれ

た生き物たちの姿は、身近で、そして温かな雰囲気を感じさせ、動

植物と人々が穏やかな1つの世界で暮らしていた時代を今に伝え

てくれる。

国

代は本質的に悲劇の時代である」という一文で始まる本
書が発表されたのは、1928年のことでした。小説の舞台は

同時代の英国。主人公は、裕福な貴族と結婚したばかりのコ
ニー・チャタレイ。物語は、第一次世界大戦に出征したコニーの
夫が、下半身不随となって戻ってくるところから始まります。
　有能で野心家の夫は、帰還後、作家として、また、事業家と
して成功します。しかし、夫に献身的に尽くしてきたコニー
は、次第に夫との生活に我慢ができなくなっていきます。夫
と夫の周囲にいる、金銭欲と名誉欲が強く、合理的で有能で
裕福だけれども、生命力に欠けた人々の価値観と暮らし方
に、嫌悪と絶望しか感じられなくなってしまったからです。
　対照的にコニーが惹かれていったのが、森の世界であり、
生命の世界でした。夫たちから逃れるように領地内の森を散
策するようになったコニーは、森に満ちあふれる生命に触れ
るうちに、次第に自分を取り戻していきます。そして、森番の
男・メラーズと出会うのです。
　メラーズとの不倫で、性と生に目覚めたコニーは、自分が何
を必要としていたのかを悟ります。それは生命の感受であり、
他の生命との触れ合いであり、自らの生命の充　・開花でした。
　本書は通俗的な性愛小説ではありません。「悲劇の時代を
どう生き抜くか」を真剣に問うた、不朽の純文学作品です。

「現

私のおすすめ
Eco Book

D・H・ロレンス　著

伊藤 整　訳

新潮文庫

890円（税抜）

葛西 幸男　著

主婦と生活社

1,200円（税抜）

田んぼアートのキセキ

「沖の太夫」。著者は、アホウドリよ

りふさわしい名として考える。鳥島

での長年の保護調査の記録。

地下や蓋の下を流れる水路や、かつ

て川や水路があった場所。「暗渠」か

ら街を読み解く一冊。

古くから稲作で栄えた青森県田舎

館村。村おこしの成功は自分たちの

原点を見失わなかったからこそ。

完訳
チャタレイ夫人

の恋人

推薦人 ジュンク堂書店 池袋本店スタッフ　木戸 幸子さん

推薦人 株式会社日本総合研究所 マネジャー　井上 岳一
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編集後記

●先日、ある自動車部品メーカーの環境担当責任者の方と意見交換する機会
がありました。クルマの燃費効率は、まだまだ改善できるというご意見に、技
術者魂を感じる一方、エコドライブ、渋滞対策、カーシェアなどにもメーカー
が積極的に関与してほしいと申し上げたところ、「なるほど」というご反応。
モノづくりと総合対策のバランスをあらためて再認識しました。（英）

●夏休みは家族と信州の森の中で過ごしました。電気もガスも水道もない生
活は確かに面倒ですが、慣れてしまえば焚き火生活は楽しさが勝ります。テ
ントも快適で、普段より熟睡できた感じがします。森に来ると子どもが露骨
に生き生きするので連れてくるようになりましたが、自分自身が元気になる
ためにも、森は欠かせない存在になっています。（岳）

●昔ながらの郷土料理を学ぶ機会がありました。自然とうま味成分を組み合
わせている、先人の知恵が詰まった料理。科学や技術がなかった時代から、一
番おいしい方法が受け継がれていることに驚きを感じます。「和食」がユネス
コ無形文化遺産に登録されておりますが、素晴らしい文化を子どもにも母の
味とともに伝えていきたいと思います。（有）

2015年9月1日
株式会社三井住友フィナンシャルグループ　企画部
〒100-0005　東京都千代田区丸の内1-1-2
Tel：03-4333-3393　Fax：03-4333-9861
株式会社日本総合研究所　創発戦略センター
株式会社三井住友銀行
凸版印刷株式会社　情報コミュニケーション事業本部
トッパンアイデアセンター
凸版印刷株式会社

本誌をお読みになってのご意見、ご感想をお寄せください。
また、環境問題に関するご意見もお待ちしています。
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Green Activities
海外から学ぶ
環境経営のヒント

ユニリーバ  
（オランダ、イギリス）

Vol.13

R

　環境負荷削減に向けた取り組み
を推進しているという企業に、自
社の事業活動に伴う環境負荷の増
減要因を聞くと、「生産量や売上
高」による影響が最も大きいとい
う声が多く上がります。どうやら
事業規模が拡大すれば、事業活動
に起因する環境負荷が増えること
はやむを得ないと考える企業が多
いようです。その一方で、事業規模
の拡大と事業活動に起因する環境
負荷の総量削減との両立に取り組
んでいる企業があります。全世界
約190カ国にブランドを展開する
消費財メーカーのユニリーバもそ
の1つです。
　ユニリーバは2010年に「環境負荷
を減らし、社会に貢献しながら、ビ
ジネスの規模を2倍に」というビ
ジョンを掲げました。ビジョンの中
で、「自社ビジネスの発展」と「環境
負荷の削減」という2つの側面を同
時に実現することを明示していま
す。企業の環境ビジョンでも、「本業
を通じて、環境負荷削減に貢献しま
す」といったフレーズはよく目にし
ますが、環境負荷の総量を削減しつ

つ、ビジネスの規模を「2倍に」とま
で具体的（定量的）に言及している
企業はあまり見られません。また、
ビジョンを実現するための具体的
なビジネスプランとして発表され
た「ユニリーバ・サステナブル・リビ
ング・プラン（USLP）」では、「2020
年までに、製品の生産量が大幅に増
えても、工場からのCO2排出量を
2008年と同等の水準、またはそれ以
下に削減する」という目標を宣言し
ています。生産量が増えれば工場の
稼働率が上がり、化石燃料などの使
用量が増加するため、オペレーショ
ンの効率化や再生可能エネルギー
の導入などに取り組まない限り、
CO2排出量の総量は増加してしま
います。このため、生産量の増加が
見込まれる場合、多くの企業は環境
負荷削減の目標として「生産量当た
りの温室効果ガス排出量」といった
原単位目標のみを掲げることで済
ませようとします。しかし、ユニ
リーバは原単位目標だけでなく、総
量の削減目標も併せて掲げること
で、環境問題に本気で取り組む姿勢
を明確にしています。

　2015年5月、ユニリーバは、USLP
の進　状況を示す「Unilever Sus-
tainable Living Plan：Scaling for 
Impact：Summary of Progress 
2014」と題するレポートを発表しま
した。その中で、過去4年間の取り組
みは、事業活動に伴う環境負荷を着
実に削減したと同時に、自社のブラ
ンド価値の向上につながるなどの
好影響をもたらしたと分析してい
ます。事実、売上高が2008年から
2014年にかけて約400億ユーロか
ら480億ユーロに増加した一方で、
事業活動に伴う総エネルギー投入
量は年々削減傾向にあり、2014年の
総エネルギー投入量は2008年時点
に比べて10%以上削減（1996年比で
は50%以上削減）されています。
　このように、ユニリーバの環境負
荷削減に対する取り組みは、妥協を
許さぬ徹底したものです。事業が拡
大すれば環境負荷が増えるのも致
し方ないと考えるのではなく、事業
が拡大しても環境負荷の総量は増
やさないという姿勢を持つことが、
これからの企業に求められるので
はないでしょうか。

株式会社日本総合研究所 ESGアナリスト　長谷 直子
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● 三井住友銀行では、東日本大震災への義援金口座を開設しています。

　 詳細は当行ホームページ http://www.smbc.co.jp/ にてご案内しています。

● 本誌バックナンバーおよびwebサイト「環境ビジネス情報」がホームページ上でご覧いただけます。
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